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油圧の基礎と油圧回路、トラブルシューティングを学ぶセミ
ナーを開催しました。
第一部は油圧技術の講習資料を見ながら、内部構造、作
動原理、油圧回路、トラブルシューティングなどを学びました。
油圧機器には、ポンプ、圧力制御、方向制御、速度調整、ア
クチュエータなどの種類があります。油圧回路を決定するに
は「負荷の条件」「移動の条件」「付加条件」を加味する必
要があります。また、例えば速度制御回路にしても流量調整
弁によるもの、差動回路のもの、同期回路など様々な回路が
あり、それぞれ長短所あり、条件に合わせて選定しなければ
なりません。
トラブルシューティングでは、油圧シリンダの機能低下につい
て、ロッドパッキンの摩耗によるものが多く、またシールテープな
どの異物の混入が原因の場合も考えられます。また、油圧シ
リンダが作動しない場合は、ポンプの逆回転、電磁弁の電圧
不良の場合があるようです。
参加いただいた方からは、「知らないことが分かって良かっ
た」「内部構造がよくわかった」「初めて実物を分解してみて
参考になった」「トラブルの原因が様々あることがわかって良
かった」などの感想をいただきました。
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1ラインに２個の制御弁がある場合
安定した動作のためには差圧が
１MPa程度あるのが望ましい

リリーフ弁は全体の油圧を制御
減圧弁は個別ラインの油圧を制御

第二部は、実際にシリンダーとバルブを分解して構造を学びました

動作が確認できるTAIYO
の油圧関連品の展示。

油圧機器の基礎学習
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